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14 73.7％ 11 47.8％ 25 59.5％
②ソーシャルワーカーにはなぜ倫理が求められるのか，そ
の理由を説明できる
14 73.7％ 7 30.4％ 21 50.0％
③判断に迷うとき倫理綱領を参照することが必要だと知っ
ている
11 57.9％ 7 30.4％ 18 42.9％
④実習機関で遭遇した非倫理的行為についてスーパーバイ
ザーに報告できる
8 42.1％ 2 8.7％ 10 23.8％
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⑤クライエントには中立・公正・真摯な態度で接している 0 0.0％ 2 8.7％ 2 4.8％
⑥いかなる状況であろうと，クライエントの人としての尊
厳を守ることを念頭に置いている
2 10.5％ 2 8.7％ 4 9.5％
⑦クライエントに対する誠実義務，自己の資質を高めるた
めの学習の重要性を知っている
1 5.3％ 2 8.7％ 3 7.1％
⑧守秘義務について自覚的である 0 0.0％ 0 0.0％ 0 0.0％
⑨個別化について自覚的である 1 5.3％ 0 0.0％ 1 2.4％
⑩クライエントとの約束を遵守しようとしている 1 5.3％ 0 0.0％ 1 2.4％
⑪クライエント・実習指導者・他職種からの指摘を冷静に
受け止めようとしている




0 0.0％ 0 0.0％ 0 0.0％
②努めてスーパーバイザーに確認を取っている 0 0.0％ 0 0.0％ 0 0.0％
③スーパーバイザーや実習機関の他職種等と，適切な人間
関係を築こうとしている＊３
1 5.3％ 1 4.3％ 2 4.8％
④クライエントとの間で「適切な人間関係」を築くことが
できるよう努めている
0 0.0％ 1 4.3％ 1 2.4％
⑤問題解決の方法について，想像的・効果的に工夫しよう
と心がけている
1 5.3％ 2 8.7％ 3 7.1％
⑥クライエントの力を引き出すよう心がけたかかわりを展
開しようとしている＊４




1 5.3％ 2 8.7％ 3 7.1％
⑧グループ活動においては，メンバーの話を傾聴すること
ができている
0 0.0％ 2 8.7％ 2 4.8％
⑨グループ活動において，発言機会を得た場合，メンバー
に分かりやすく伝えるよう努めている
2 10.5％ 6 26.1％ 8 19.0％
⑩グループ活動に参加した際，グループ全体の雰囲気や発
言していないメンバーへ目配りできる
0 0.0％ 0 0.0％ 0 0.0％
⑪スーパーバイザーから出された課題に真剣な取り組みを
行っている
0 0.0％ 0 0.0％ 0 0.0％
⑫必要に応じてスーパーバイザーに助けを求めようとして
いる
0 0.0％ 1 4.3％ 1 2.4％
⑬実習中に感じた機関への疑問点・批判をスーパーバイ
ザーに伝えようと努めている
2 10.5％ 2 8.7％ 4 9.5％
⑭実習生自身の感情のコントロールに努めている 0 0.0％ 0 0.0％ 0 0.0％
⑮機関と地域社会とのつながりを学ぼうとしている 1 5.3％ 0 0.0％ 1 2.4％
⑯機関と他の機関とのつながりを学ぼうとしている 1 5.3％ 0 0.0％ 1 2.4％
⑰必要に応じて社会に向かって行動や発言をすることの重
要性を認識している
2 10.5％ 3 13.0％ 5 11.9％
⑱実習日誌が分かりやすく記述されている 0 0.0％ 0 0.0％ 0 0.0％
⑲適度な自己開示ができている 0 0.0％ 0 0.0％ 0 0.0％
⑳施設内に留まるのではなく，地域社会に出向くことの重
要性を認識している。
1 5.3％ 0 0.0％ 1 2.4％
各機関のつながりをイメージすることができる 1 5.3％ 0 0.0％ 1 2.4％
ソーシャルアドミニストレーションについて説明ができる 7 36.8％ 0 0.0％ 7 16.7％
実習生がスーパーバイザーとともに実習事前と事後の変
容，評価を行うことの重要性を認識している
1 5.3％ 0 0.0％ 1 2.4％
アクシデントに対し，実習指導者及び教員に適切に連絡
を入れている








①精神科病院への入院形態について説明できる 12 63.2％ 2 8.7％ 14 33.3％
②精神科病院への入院に際して行われる告知について説明
できる
14 73.7％ 6 26.1％ 20 47.6％
③精神科病院への入院中の処遇及び退院請求，処遇改善請
求について説明できる
15 78.9％ 8 34.8％ 23 54.8％
④医療保護入院の入退院届，定期病状報告書について説明
できる
15 78.9％ 7 30.4％ 22 52.4％




12 63.2％ 13 56.5％ 25 59.5％
②自立支援医療について説明できる 13 68.4％ 7 30.4％ 20 47.6％
③同法に規定されるサービス事業所の種別と内容を説明で
きる
6 31.6％ 8 34.8％ 14 33.3％
④介護給付・訓練等給付・地域相談支援給付の手続きにつ
いて説明できる
10 52.6％ 5 21.7％ 15 35.7％
⑤（市町村自立支援）協議会について説明できる 11 57.9％ 12 52.2％ 23 54.8％
⑥精神障害者の就労支援について説明できる 4 21.1％ 5 21.7％ 9 21.4％
⑦地域相談支援給付における地域移行支援，地域定着支援
について説明できる
8 42.1％ 12 52.2％ 20 47.6％
３）医療保険制度
①国民健康保険，社会保険等の仕組みを説明できる 14 73.7％ 7 30.4％ 21 50.0％
②入院時食事療養費について説明できる 17 89.5％ 11 47.8％ 28 66.7％
③高額療養費制度について説明できる 15 78.9％ 8 34.8％ 23 54.8％
④傷病手当金（医療保険）・療養補償給付（労災保険）に
ついて説明ができる




13 68.4％ 8 34.8％ 21 50.0％
②障害年金と老齢年金，遺族年金の違いを説明できる 13 68.4％ 10 43.5％ 23 54.8％
③障害基礎年金（拠出・無拠出）について説明ができる 13 68.4％ 9 39.1％ 22 52.4％
④障害年金の受給要件を説明できる 13 68.4％ 8 34.8％ 21 50.0％
５）生活保護法
①法の根拠を説明できる 15 78.9％ 7 30.4％ 22 52.4％
②生活保護の扶助の種類を説明できる 14 73.7％ 9 39.1％ 23 54.8％
③生活保護の支給要件を説明できる 14 73.7％ 12 52.2％ 26 61.9％
④障害者加算について説明できる 15 78.9％ 11 47.8％ 26 61.9％
６）その他
①児童扶養手当について説明できる 17 89.5％ 14 60.9％ 31 73.8％
②特別児童扶養手当について説明できる 16 84.2％ 13 56.5％ 29 69.0％
③心身障害者扶養共済制度について説明できる 18 94.7％ 14 60.9％ 32 76.2％
④心神喪失者等医療観察法について説明できる 13 68.4％ 14 60.9％ 27 64.3％
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⑤失業保険について説明できる 15 78.9％ 13 56.5％ 28 66.7％
⑥税法上の控除について説明できる 16 84.2％ 14 60.9％ 30 71.4％
⑦実習機関及び実習中に見学可能な機関の設立根拠法を説
明できる
10 52.6％ 10 43.5％ 20 47.6％
⑧障害者雇用促進法（雇用率，障害者職業センター，就業・
生活支援センター）について説明できる
11 57.9％ 11 47.8％ 22 52.4％
（２）疾患に関する理解
①統合失調症に関する説明ができる 8 42.1％ 2 8.7％ 10 23.8％
②統合失調症による機能的な障害の説明ができる 9 47.4％ 2 8.7％ 11 26.2％
③統合失調症による生活上の障害の説明ができる 10 52.6％ 2 8.7％ 12 28.6％
④気分障害に関する説明ができる 14 73.7％ 6 26.1％ 20 47.6％
⑤気分障害による生活上の障害の説明ができる 14 73.7％ 6 26.1％ 20 47.6％
⑥ディスチミア型うつ病に関する説明ができる 7 36.8％ 0 0.0％ 7 16.7％
⑦精神作用物質による障害について説明ができる 13 68.4％ 8 34.8％ 21 50.0％
⑧精神作用物質による機能的な障害の説明ができる 14 73.7％ 8 34.8％ 22 52.4％
⑨精神作用物質による生活の困難さについて説明ができる 13 68.4％ 7 30.4％ 20 47.6％
⑩若年性認知症に関する説明ができる 7 36.8％ 0 0.0％ 7 16.7％
⑪若年性認知症による生活の困難さについて説明ができる 7 36.8％ 0 0.0％ 7 16.7％
⑫認知症に関する症状について説明ができる 7 36.8％ 0 0.0％ 7 16.7％
⑬認知症に伴う生活上の困難さについて説明ができる 7 36.8％ 0 0.0％ 7 16.7％
⑭高次脳機能障害に関する機能的な説明ができる 6 31.6％ 0 0.0％ 6 14.3％
⑮高次脳機能障害による生活の困難さについて説明ができる 6 31.6％ 0 0.0％ 6 14.3％
⑯発達障害について機能的な障害に関する説明ができる 6 31.6％ 0 0.0％ 6 14.3％
⑰発達障害をもつ人の生活の困難さについて説明ができる 6 31.6％ 0 0.0％ 6 14.3％
⑱精神科疾患は再発という現象が多いことを説明できる 9 47.4％ 3 13.0％ 12 28.6％
⑲精神科疾患の症状により家族が受ける影響について説明
できる
10 52.6％ 3 13.0％ 13 31.0％
（３）援助技術に関する知識
１）エコロジカル理論
①人と環境の交互作用について説明できる 12 63.2％ 9 39.1％ 21 50.0％
②マッピング技法（エコマップ，ジェノグラム）について
知っている
10 52.6％ 4 17.4％ 14 33.3％
２）問題解決理論
①Ｈ．パールマンのMCOモデルを説明できる 13 68.4％ 11 47.8％ 24 57.1％
②Ｈ．パールマンの援助過程における「６つのＰ」につい
て説明できる
12 63.2％ 10 43.5％ 22 52.4％
③「診断主義」アプローチと「機能主義」アプローチにつ
いて説明できる
10 52.6％ 11 47.8％ 21 50.0％
３）ストレングス理論・エンパワメント理論
①ストレングス視点について説明できる 5 26.3％ 5 21.7％ 10 23.8％
②エンパワメントについて説明できる 5 26.3％ 7 30.4％ 12 28.6％
③リカバリーについて説明できる 6 31.6％ 10 43.5％ 16 38.1％
④ソーシャルインクルージョンについて説明できる 10 52.6％ 13 56.5％ 23 54.8％
４）システム理論
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①ホメオスタシスについて説明できる 12 63.2％ 14 60.9％ 26 61.9％
５）行動理論・認知理論
①ＡＢＣ理論について説明ができる 11 57.9％ 15 65.2％ 26 61.9％
②シェイピングについて説明ができる 11 57.9％ 15 65.2％ 26 61.9％
③モデリングについて説明ができる 9 47.4％ 13 56.5％ 22 52.4％
④認知行動療法について説明ができる 8 42.1％ 11 47.8％ 19 45.2％
⑤社会生活技能訓練について説明ができる 6 31.6％ 9 39.1％ 15 35.7％
６）危機介入理論
①急性悲嘆反応について説明ができる 14 73.7％ 16 69.6％ 30 71.4％
②危機の発達段階について説明ができる 14 73.7％ 16 69.6％ 30 71.4％
７）課題中心理論
①「短期療法」について説明できる 13 68.4％ 11 47.8％ 24 57.1％
②「課題」の意味を説明できる 9 47.4％ 10 43.5％ 19 45.2％
８）ナラティブ理論
①社会構成主義について説明できる 13 68.4％ 11 47.8％ 24 57.1％
②ドミナントストーリーについて説明できる 14 73.7％ 14 60.9％ 28 66.7％




10 52.6％ 11 47.8％ 21 50.0％
②ミラクル・クエスション，スケーリング・クエスション
について説明できる




11 57.9％ 6 26.1％ 17 40.5％
②ケアマネジメントの構造について説明できる 10 52.6％ 9 39.1％ 19 45.2％
③チームアプローチにおける精神保健福祉士の役割につい
て説明できる
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